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令和８年３月31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立新栄高等学校長  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価（最終評価） 学校関係者評価 

（３月25日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・生徒の幅広い進路
実現に対応したカ
リキュラム・マネ
ジメントを実践す
る。 

・基礎学力の定着と
発展的学習による
学力の向上に合わ
せた学習指導を充
実させる。 

・生徒の主体的・協
働的な学習への取
組を充実させ、学
びに向かう力の向
上を目指した授業
を実践する。 

・学校行事や生徒会
活動等の活性化と
生徒の主体的な取
組の充実を図る。 

・多文化教育の充実
を図り、生徒の異
文化理解、国際理
解を深める。 

①生徒が学ぶことの意
義を実感し、主体
的・協働的に学習に
取り組む姿勢を育成
する。 

②１人１台端末を効果
的に活用にして「個
別最適な学び」と
「協働的な学び」を
充実させ、問題発
見・解決能力や情報
活用能力を高める。 

③生徒会を中心とした
生徒主体の校内、校
外活動を活発にす
る。 

④多文化教育に関する
教職員の意識を高
め、外国につながり
のある生徒支援を充
実させる。 

⑤生徒の異文化理解・
国際理解を深め、国
際感覚を醸成する。 

 

①カリキュラム委員会を
中心に、生徒の幅広い
進路実現に向けた選択
科目の設定をさらに検
討・検証していく。 

②授業研究委員会の実践
方針に沿って、授業見
学と研修会を実施し、
学習用端末の効果的な
利用を図っていく。 

③教員が連携して生徒会
本部役員指導にあた
り、生徒の主体的な活
動を支援する。 

④研修等を通じて多文化
教育に関する職員の理
解を深め、外国につな
がりのある生徒に対す
る支援を充実させる。 

⑤国際交流チームを中心
とした交流行事を企画
する。また、総合的な
探究の時間等を通じて
生徒の異文化理解を促
進するとともに、  
連携校との国際交流を
進める。 

 

①生徒の進路希望に応じ
た適切なカリキュラム
及び選択科目の設定を
進めることができた
か。 

②授業研究委員会で企画
した授業見学・研修会
を活用し、主体的・協
働的な学びに向けた授
業実践及び１人１台端
末を活用し、問題解
決・情報活用能力を高
める授業を展開できた
か。 

③生徒の主体的な取組に
1 よる校内、校外活動
が行われていたか。 

④多文化教育に関する研
修を実施することがで
きたか。また、外国に
つながりのある生徒支
援を充実させることが
できたか。 

⑤交流行事や総合的な探
究の時間等を通じて、
生徒の異文化理解・国
際理解を深めることが
できたか。 

 

①カリキュラム委員会
による適切なカリキ
ュラムや選択科目の
検討を十分に進める
ことはできなかっ
た。 

②授業研究委員会が月
１回テーマに基づい
て研修を実施し、授
業改善につなげた。 

③文化祭では生徒会が
新企画を主導して行
事を活性化した。高
校生会議を通して地
域の祭りやボランテ
ィアにも参加し、地
域とのつながりを深
め主体的に活動し
た。 

④行政書士による在留
資格説明会や、在県
生徒・保護者・通
訳・多文化教育コー
ディネーターを交え
た丁寧な面談を行う
など、外国につなが
る生徒の支援を充実
させた。 

⑤国際交流チームを中
心に、交流行事や講
演等を通じて異文化
理解を深めた。研修
旅行参加生徒は成果
物の掲示や発表で経
験を共有し、国際交
流は学校の魅力とし
て定着しつつある。 

①次年度以降に向
け、問題点や改善
点を検討し、必要
な手続き等を進め
ていく。 

 
②研修後の内容を授
業にどれだけ反映
できるかが課題と
なっている。 

③生徒主体の活動を
さらに充実させる
ために教員による
組織的なサポート
体制の強化が必要
である。 

④在県生徒が増加
し、生徒のニーズ
も多様化している
ため、生活支援、
学習支援、キャリ
ア支援など、個に
応じた一層きめ細
やかな支援を行う
体制づくりをする
ことが課題であ
る。 

⑤国際交流チーム以
外の生徒にも交流
機会を広げること
が課題である。現
在の国際交流は担
当教員の献身的な
努力によって成り
立っているため、
業務の標準化が課
題である。 

①生徒の進路実現にむ
けて、カリキュラム
や選択科目の検討を
進めてほしい。 

②授業アンケート結果
について、協働活動
に対する肯定的な意
見が多く、学びに対
する意識の高さを感
じた。 

②アンケートを続ける
ことによって経年変
化を見取ることがで
きる。結果を活用す
ることで授業改善に
つなげてほしい。 

③高校生会議は、学校
と地域との連携を深
めるよい機会であっ
た。今後は生徒会だ
けでなく、有志の生
徒も参加させるとよ
いのではないか。 

④日本語能力や文化の
違いから、在県生徒
にはコミュニケーシ
ョンがうまく取れな
いという課題があ
る。助けを求める声
をあげられるのは、
自分を守る手段でも
ある。 

⑤多文化共生を実現す
るよい機会に恵まれ
ている。今後も積極
的に機会を創出して
ほしい。 

① 生徒の進路実現
に向けたカリキ
ュラムの見直し
を進める必要が
ある。 

② 協働的な活動に
ついては一定の
成果を上げてお
り、生徒の学び
が深まってい
る。 
単年度式のアン
ケートではな
く、経年変化を
見るアンケート
の実施が必要で
ある。 

③ 高校生会議では
学校間、地域と
の連携が深まっ
た。有志の生徒
の参加も検討す
る必要がある。 

④ 在県生徒のコミ
ュニケ―ション
力を向上させる
ためにどのよう
な方策があるか
を探り、在県生
徒自身も自らの
発信の仕方を学
ばせることが大
切である。 

⑤ 多文化共生につ
いて成果が上が
っている。 

① カリキュラム
委員会におい
て、長期的な
視点をもって
個別最適な教
育課程を検討
していく。 

② 授業における
協動的な活動
をより一層推
進し、主体
的、対話的で
深い学びを実
現させてい
く。 
経年変化を見
取るため、ア
ンケートの実
施方法や内容
を検討する。 

③ 高校生会議を
より多くの生
徒へ参加を呼
び掛けて発展
させていく。 

④ 多文化教育に
関する研修を
通して在県生
徒への支援を
より充実させ
る。 

⑤ 国際理解教育
については、
交流行事の一
層の充実を図
っていく。 

２ 生徒指導・支援 

・部活動の活性化と
生徒の主体的な取
組の充実を図る。 

・生徒の自律心を育
て、基本的生活習
慣の確立と授業規
範や生活規範意識
の向上を目指す。 

・個々の生徒に応じ
た相談体制の充実
と、安心して学び
充実感の得られる
学校づくりを進め
る。 

 
 

①基本的な生活習慣を
確立させ、成功、失
敗体験を積ませるこ
とにより、生徒の自
信や自己肯定感、規
範意識を高める｡ 

 
②教育相談チームを組
織的に動かし、外部
の専門機関との連携
を深めながら､教育相
談体制の充実を図
る。 

 
 
 

①生徒が規範意識を高め
て生活を送れるよう、
組織的に遅刻・服装・
頭髪指導に取り組む。
また、貴重品管理等も
含めた防犯意識を高め
る。 

②教育相談チーム、担
任、学年、保護者、地
域、外部専門機関との
連携を深め、情報共有
を丁寧に行いながら、
生徒支援を行う。 

 
 
 

①生徒が規範意識を高め
て生活できるよう、組
織的に取り組むことが
できたか。 

②アセスメントやフィー
ドバック、サポートド
ック等から、多角的な
視点で必要な情報を収
集することができた
か。また、生徒自身に
躓きや困り感を自覚さ
せて、具体的な改善策
に結びつく支援ができ
たか。 

 
 

①遅刻指導・頭髪指
導・服装指導で改善
が見られた。家庭と
協力して行う特別指
導等をきっかけとし
て、生徒が自律に向
けて歩みを進め、周
囲との信頼関係を深
められた。 

②問題行動や表情、言
動の変化等を察知
し、家庭と学校等が
連携して生徒を支援
することができた。 

 
 

①支援・指導を職員一
丸となって行うた
め、目的を明確に
し、規定や方針を整
備する。また、保護
者とも円滑に連携で
きるよう、適宜情報
共有を行う。 

②学校生活全般で、生
徒が自己と向き合え
る機会を生かして支
援・指導を行い、小
さな気づきや情報共
有を基に指導内容を
見直し、組織的に改
善を進める。 

①②生徒指導において
は、生徒との信頼関
係を築きながら、粘
り強く指導に取り組
んでほしい。 

②校門前で、教員が挨
拶等の声掛けを行っ
ている。卒業式に参
加したが、学校の雰
囲気が変わってきた
ように感じた。 

③吹奏楽部の定期演奏
会を聴いて、少人数
ながらよく音がでて
いた。部活動におい
ても、頑張ることが

① ②生徒との信頼
関係を築くこと
がもっとも大事
であることを再
認識して取り組
む必要がある。 

② 本校の取組や生
徒の様子に対し
て地域より肯定
的な見方があ
り、普段の取組
が功を奏してい
る。 

③ 部活動加入率と
いう指標だけで
なく、個々の生

① 生徒の規範意
識を高め、自
覚をもって生
活を送れるよ
うに指導体制
を見直してい
く。 

② 教育相談チー
ムを中心に情
報共有を密に
行って、相談
体制を充実し
ていく。 

③ 部活動の在り
方を再検討
し、生徒の主
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・相手を尊重する心
を培い、コミュニ
ケーション能力向
上を図る。 

 

③部活動を通じて生徒
が主体的に物事に取
り組む姿勢を育む。 

③部活動指導員やインス
トラクターと連携し、
部活動が安全で生徒の
主体的な活動になるよ
う支援する。 

③部活動において、生徒
が安全に活動し、主体
的に取り組んでいる
か。 

③全職員が顧問となり
連携して安全な活動
体制を整え、指導員
やインストラクター
と協力して生徒の実
態に応じた部活動支
援を行った。 

③本校における部活動
の在り方について検
討していく必要があ
る。 

大事であると感じ
た。 

徒がどのような
取組をしている
かに目を向けて
いく必要があ
る。部活動によ
る地域交流では
成果を上げた。 

体性を延ばす
活動になるよ
うに支援して
いく。 

３ 進路指導・支援 

・生徒一人ひとりの
キャリア諸能力の
段階的な育成を目
指し、生徒の主体
的な進路選択と進
路実現への支援の
充実を図る。 

・グローバルな視野
を培い、生徒が自
らの適性を活かし
て将来を切り拓く
力を育む。 

 

①生徒に自らの適性や
能力を理解させ、主
体的に進路活動に取
り組ませる。 

②在県生徒への進路支
援を充実させる。 

①外部の教育ツールを活
用する。 

①各種テストや進路ガイ
ダンス等を効果的に配
置し、実施する。 

①外部機関との連携によ
って、生徒の進路活動
を支援する。 

②在県生徒とその保護者
等の進路活動における
ニーズを把握して支援
につなげる。 

①進路支援において、外
部の教育ツールを学校
全体で活用できたか。 

①各種テストや進路ガイ
ダンス等を計画的に配
置し、実施できたか。 

①外部機関と連携して進
路支援をすることがで
きたか。 

②在県生徒の進路活動に
おけるニーズを把握
し、学校内で共有でき
たか。 

①教育ツールの活用につ
いてグループで協議し
た結果、次年度から新
たなツールを導入する
ことになった。 

①各種テストや進路ガイ
ダンスを計画的に実施
できた。 

①外部機関と連携し進路
支援ができた。 

②在県卒業生の進路状況
を概括し、共有した。 

 

①新たな教育ツールを
効果的に活用する方
法を確立することが
課題である。また、
現行ツールの活用に
ついても継続して検
討したい。 

②在県生徒の進路支援
充実のため、在県生
徒卒業生の進路状況
の分析を進め、今後
の進路支援に生かし
たい。 

①推薦入試の割合が高
くなっているが、一
般入試での頑張りは
無駄にはならない。
教育ツールの活用に
ついては引き続き検
討を進めてほしい。 

②受験のシステムが複
雑になってきてお
り、わかりづらい現
状があるので、在県
の生徒に対して周知
の方法を検討する必
要がある。 

① 進路支援での外
部ツールの活用
の仕方を検証し
ていく必要があ
る。 

② 受験方法が多岐
にわたり、受験
指導をきめ細か
く行うことに困
難さがあるが、
特に在県生徒に
対しては手厚い
支援が必要であ
る。 

① 外部ツールの
効果的な活用
について、全
職員で共通認
識を持って取
り組んでい
く。 

② 在県生徒とそ
の保護者の進
路活動のニー
ズを把握し
て、きめ細か
な支援につな
げる。 

４ 地域等との協働 

・保護者や地域との
協働を深め、地域
に根ざした教育活
動を充実し、信頼
される学校づくり
を目指す。 

・本校の教育活動の
情報発信に努め
る。 

①保護者や地域との協
働を深め、地域に根
差した教育活動を充
実させる。 

②部活動・生徒会活動
等を通じた地域連携
及びみどり支援学校
新栄分教室との連携
を促進し、信頼され
る学校づくりを目指
す。 

③本校の魅力・特色を
中学生やその保護者
に情報発信する。 

①ＰＴＡ、保護者、つづ
きＭＹプラザ、仲町台
地区センター等と協働
を深めながら、行事を
実施する。 

②部活動・生徒会活動に
おいて、地域での活動
の機会を設ける。ま
た、みどり支援学校新
栄分教室と連携した学
校行事を企画する。 

③校外広報活動、学校説
明会、学校見学、ＨＰ
での広報等を通じて、
中学生やその保護者に
効果的に本校の魅力や
特色を発信する。 

①行事等を通じて、保護
者や地域との協働を深
め、地域社会から信頼
される学校づくりをす
ることができたか。 

②部活動・生徒会活動に
おいて、地域での活動
の機会を設けることが
できたか。また、みど
り支援学校新栄分教室
と連携した学校行事を
実施することができた
か。 

③校外広報活動、学校説
明会、学校見学、ＨＰ
を通じて本校の魅力や
特色を発信することが
できたか。 

 

①ＰＴＡ、保護者、つ
づきＭＹプラザと連
携して、学校行事や
地域イベントに参加
し、協働や交流を深
め、地域に根差した
活動を充実させた。 

②生徒会・部活動等が
地域イベントや近隣
校との交流に参加
し、地域連携を推進
した。また、みどり
支援学校新栄分教室
と協力して行事を実
施した。 

③校外広報活動、学校
説明会、学校見学等
を通じて、本校の魅
力を発信することが
できた。 

①ＰＴＡ役員を希望
する保護者が減少
傾向にあるため、
現状に応じた活動
の在り方を模索す
るとともに、地域
から信頼される学
校づくりを一層進
めることが課題で
ある。 

②地域活動やイベン
トへの参画を継続
し、地域との協力
関係を強化する必
要がある。今後
は、地域団体との
連絡体制を整え、
参加機会の確保と
情報提供の充実を
図る。 

③ＨＰ上の動画な
ど、更新が必要な
情報があるため、
適宜アップデート
を行うことが課題
である。 

①学校内ボランティア
は、地域とつながる
開かれた学校のきっ
かけとなったのでは
ないか。今後も地域
との関係を大切に
し、信頼される学校
づくりを進めてほし
い。 

 
②地域の施設を利用す
ることは、お互いを
知るきっかけとなっ
ている。マナー違反
も散見されるが、今
後も地域としての支
援を続けていきた
い。 

 
③広報活動を通じて学
校としての魅力を発
信することは大切で
ある。 

① ＰＴＡ、保護
者、地域との連
携では、学校行
事をはじめ、地
域イベント等に
おいて、地域と
の連携を深める
ことができた。 

② 地域で活躍する
機会をいただけ
て、生徒会活
動、各部活動や
在県生徒等によ
るさまざまな取
組を通して、大
きく成長でき、
成果を上げた。 
みどり支援分教
室との連携も一
層推進できた。
今後も継続して
いきたい。 

③ 広報活動やＨＰ
で本校の魅力を
発信できてい
た。 

① 恒例行事をは
じめ、あらた
な取組等にも
チャレンジし
て、地域との
連携を深めて
いく。 

② 部活動、生徒
会活動、みど
り支援との連
携等、さまざ
まな取組を企
画し、生徒の
潜在力を高め
ながら信頼さ
れる学校づく
りを目指す。 

③ アンケートや
データを分析
しながら、効
果的な広報活
動について検
討を進めてい
く。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・教職員の実践的指
導力を高め、生徒
の安全・安心を確
保し、学校の安全
対策を強化し、県
民から信頼される
学校づくりを進め
る。 

 
 
 

①日常の安全点検に対
する教職員の意識を
高め、大規模災害が
発生したときに適切
な対応がとれるよう
備える。 

 
②学校の防災・安全対
策において、みどり
支援学校新栄分教室
との連携をさらに深
める。 

①生徒の安全・安心を確
保するための方策につ
いて、研修や訓練に積
極的に参加し、その成
果を教職員にフィード
バックすることで、校
内防災体制づくりを進
める。 

②みどり支援学校新栄分
教室と連携して防災訓
練等を実施する。 

 

①防災に関する研修や訓
練を適切に受講できた
か。また、防災訓練、
ＤＩＧ研修等を効果的
に企画・実施できた
か。 

 
 
②みどり支援学校新栄分
教室と連携して防災訓
練等を実施できたか。 

 

①学校防災・DIG・野生
生物関連の研修に参
加し、特に地震時の
トイレ問題への共通
認識を高め、ビニル
袋や凝固剤の配備な
どの対策を行った。 

 
②みどり支援学校新栄
分教室との合同防災
訓練を実施した。 

①ＤＩＧを１学年の
授業に位置付け実施
したが、より効果的
な時期や内容の検討
が必要である。職
員・生徒の防災意識
向上にも、引き続き
改善を図りたい。 

②引き続き合同の防
災訓練を行うなど、
連携を深めていきた
い。 

①ＤＩＧについては、
アプリを活用等によ
って生徒に興味関心
を持たせると、自ら
取り組むようになっ
て効果的である。 

②みどり支援学校新栄
分教室との合同防災
訓練については、引
き続き連携をすすめ
てほしい。 

① 防災に関する研
修や訓練を通し
て、学校全体と
しての防災意識
を高め、より具
体的な取組を進
めることができ
た。 

② みどり支援と協
力した防災訓練
は意義深かっ
た。 

① 大規模災害に
備えて、普段
の備えや防災
意識をより一
層高めるよう
な取組を進め
る。 

② みどり支援学
校分教室との
防災訓練を工
夫して実施す
る。 


